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愛友会会長

田中　初野
（高校18期）

解
を
助
け
る
筆
致
で
書
き
上
げ
、
容
易
に

読
み
進
む
こ
と
が
出
来
る
だ
け
で
は
な
く
、

一
三
〇
年
の
昔
、
言
葉
も
分
か
ら
な
い
日
々

の
現
実
の
中
で
の
フ
ラ
ン
ス
人
シ
ス
タ
ー
の

献
身
の
感
動
が
真
に
迫
っ
て
来
ま
す
。

　

難
し
い
こ
と
を
優
し
く
表
現
す
る
こ
と

の
難
し
さ
。
シ
ス
タ
ー
村
田
の
ご
苦
労
は

並
大
抵
で
は
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

創
立
者
が
、
何
を
目
し
て
来
日
さ
れ
、

ご
苦
労
の
上
信
愛
を
創
設
さ
れ
た
の
で

し
ょ
う
か
。
何
が
シ
ス
タ
ー
村
田
を
し
て
、

こ
の
著
を
世
に
送
り
出
そ
う
と
さ
れ
た
の

で
し
ょ
う
か
。
何
を
創
立
者
か
ら
引
き
継

ぎ
、
後
継
者
で
あ
る
私
た
ち
に
何
を
伝
え

よ
う
と
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

今
シ
ス
タ
ー
は
、
久
留
米
信
愛
女
学

院
の
理
事
長
と
し
て
、
久
留
米
信
愛
を
拠

点
に
創
立
者
の
思
い
を
広
げ
て
お
ら
れ
ま

す
。
各
地
に
散
在
す
る
私
た
ち
は
そ
の
地

に
あ
っ
て
シ
ス
タ
ー
村
田
が
、
そ
の
著
に

於
い
て
示
さ
れ
た
こ
と
を
咀
嚼
し
、
今
の

私
た
ち
に
よ
っ
て
創
立
者
の
意
図
が
中
断

さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、「
一
三
〇
年

前
の
シ
ス
タ
ー
の
挑
戦
」
が
、
大
胆
に
、

実
践
さ
れ
、「
今
日
の
信
愛
」
を
生
き
続

け
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
「
愛
友
会
」
の
皆
様
の
変
わ
ら
ぬ
ご
指

導
・
ご
援
助
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

末
筆
な
が
ら
、
皆
々
様
の
ご
健
康
と
更

な
る
幸
を
お
祈
り
し
、
愛
友
会
員
の
出
版

さ
れ
た
著
書
の
ご
紹
介
を
持
っ
て
、
ご
挨

拶
に
代
え
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

感
謝
と
祈
り
の
ち
に

シ
ス
タ
ー　

縄
田　

訷
子

　

列
島
が
凍
る
ほ
ど
の
寒
波
の
去
り
し

朝
、
咲
き
初
む
る
梅
の
花
と
共
に
174
名
の

卒
業
生
が
、
母
校
信
愛
女
学
院
を
巣
立

た
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
愛
友
会
の
会
員
と

し
て
、
新
し
く
お
迎
え
致
し
ま
し
た
。
会

員
が
増
え
ま
す
こ
と
は
大
変
喜
ば
し
く
、

嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

今
年
も
又
「
あ
し
わ
け
ぶ
ね
」
を
発

行
す
る
時
期
が
参
り
、
時
の
速
さ
に
戸

惑
う
ほ
ど
で
す
。
こ
の
一
年
を
振
り
返
っ

て
見
ま
す
と
、
四
月
東
京
支
部
同
窓
会
へ

の
参
加
、
五
月
の
総
会
、
九
月
な
み
は
や

ド
ー
ム
の
体
育
大
会
、
中
・
高
文
化
祭
の

バ
ザ
ー
、
そ
し
て
十
二
月
の
吹
奏
楽
部
の

パ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
、
二
月
卒
業
式
と
多
く

の
行
事
に
参
加
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
大
阪
信
愛
女
学
院
の
愛
友
会
で
あ
る

こ
と
を
改
め
て
再
認
識
し
、
こ
れ
か
ら
も

歴
史
あ
る
母
校
の
発
展
に
、
愛
友
会
と
し

て
私
達
に
出
来
う
る
限
り
の
協
力
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
会
員

皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

二
十
二
年
度
の
総
会
に
は
、
講
師
と
し

ま
し
て
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
学
園
理
事
長

を
務
め
ら
れ
る
渡
辺
和
子
先
生
を
お
迎

え
し
、「
人
は
、
お
か
れ
た
立
場
で
咲
く
」

と
ご
講
演
を
い
た
だ
き
、
心
の
中
に
沁
み

い
る
と
は
こ
う
い
う
気
持
ち
な
の
か
と
、

考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
言
葉
に
も
力
が

あ
り
、
使
命
を
お
持
ち
の
方
は
私
達
に
は

な
い
オ
ー
ラ
を
感
じ
、
有
意
義
な
一
時
間

を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

二
十
三
年
度
総
会
に
は
、
信
愛
短
大
の
教

授
で
在
ら
れ
る
岩
井
秀
昭
先
生
を
お
迎

え
し
、
カ
ル
テ
ッ
ト
を
お
聞
か
せ
戴
き
、

心
豊
か
な
時
間
を
持
ち
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

皆
様
の
ご
参
加
を
心
よ
り
お
待
ち
申

し
上
げ
ま
す
。

目
指
し
た
一
年
で
し
た
。

　
「
信
愛
教
育
」
の
根
幹
は
、
神
様
か
ら

与
え
ら
れ
た
人
生
を
大
切
に
生
き
る
事
で

す
。
そ
こ
に
は
、
自
ず
と
自
分
に
関
わ
る

全
て
の
人
び
と
へ
の
愛
が
あ
り
、
そ
の
愛

を
実
践
す
る
力
を
養
う
と
い
う
崇
高
な
目

的
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
現
在
の
本
校
を
取
り

巻
く
環
境
に
は
、と
も
す
れ
ば
そ
ん
な「
信

愛
教
育
」
の
本
質
を
見
失
い
そ
う
に
な
る

ほ
ど
の
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
真
に

自
己
を
鍛
え
、
来
る
べ
き
人
生
の
本
番
に

対
応
出
来
る
人
間
形
成
を
目
指
す
本
校
教

育
を
次
世
代
に
繋
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
痛
感
し
な
が
ら
も
、
生
徒
募
集
の
減
少

に
苦
し
ん
で
い
る
事
も
ま
た
大
き
な
課
題

の
一
つ
で
あ
り
ま
す
。

　

時
代
の
流
れ
に
飲
み
込
ま
れ
る
こ
と
な

く
、
新
た
な
信
愛
の
魅
力
を
見
出
し
な
が

ら
、
現
役
生
が
本
当
に
自
分
を
大
切
に
し

な
が
ら
、
成
長
し
て
い
る
こ
と
を
実
感
出

来
る
教
育
環
境
を
整
え
つ
つ
、
卒
業
生
の

皆
様
が
胸
を
張
っ
て
本
学
院
卒
業
を
誇
れ

る
学
校
と
す
る
た
め
、
教
職
員
一
同
全
力

で
取
り
組
ん
で
い
く
決
意
で
あ
り
ま
す
。

　

今
年
度
よ
り
、
将
来
の
大
阪
信
愛
女
学

院
の
発
展
を
目
的
と
し
た
、「
明
日
の
信

愛
を
拓
く
会
」
を
設
置
し
、
本
学
院
後
援

会
・
教
育
会
と
と
も
に
愛
友
会
の
皆
様
方

の
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
こ
の
信
愛
教

育
の
更
な
る
前
進
を
進
め
て
参
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
の
愛
友
会
総
会
に
は
、
例
年
以

上
の
方
々
が
参
加
さ
れ
、
旧
交
を
温
め
ら

れ
る
と
と
も
に
、「
明
日
の
信
愛
」
へ
の

ご
意
見
を
頂
戴
出
来
れ
ば
幸
い
と
存
じ
ま

す
。
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ご
あ
い
さ
つ

　

愛
友
会
の
皆
さ
ま
、
お
元
気
で
ご
ざ
い

ま
し
ょ
う
か
。
日
頃
直
接
お
目
に
か
か
れ

る
チ
ャ
ン
ス
が
少
な
く
、
残
念
に
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　

そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
、
皆
さ
ま
方
の
絶
大

な
る
後
ろ
楯
を
受
け
て
、
大
阪
信
愛
女
学
院

は
留
ま
る
こ
と
な
く
歩
み
続
け
る
こ
と
の
出

来
る
毎
日
を
、
心
よ
り
感
謝
致
し
て
お
り
ま

す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

「
同
窓
生
は
み
ん
な
の
宝
物
」。「
愛
友
会

の
皆
様
」
は
一
二
七
年
の
昔
か
ら
受
け
継

が
れ
て
来
た
大
阪
信
愛
女
学
院
の
大
切
な

宝
物
で
す
。

　

今
日
は
、
そ
の
大
切
な
同
窓
会
員
の
お

一
人
、
シ
ス
タ
ー
村
田
初
子
様
が
こ
の
度

「
一
三
〇
年
前
の
創
立
者
方
」
の
「
感
動

実
話
」
を
講
談
社
よ
り
出
版
さ
れ
た
こ
と

を
ご
紹
介
し
、
ご
挨
拶
に
代
え
さ
せ
て
頂

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

シ
ス
タ
ー
村
田
に
つ
い
て
、
大
方
ご
存
じ

と
思
い
ま
す
が
念
の
た
め
、
著
書
の
中
の
言

葉
を
引
用
し
て
、
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

聖
心
女
子
大
学
大
学
院
修
士
課
程
終
了

　

�「
シ
ョ
フ
ァ
イ
ユ
の
幼
き
イ
エ
ズ
ス
修

道
会
」
会
員
と
し
て
、
理
事
長
・
学

長
・
校
長
な
ど
の
要
職
に
つ
き
、
長
年
、

青
少
年
の
教
育
に
情
熱
を
傾
け
る
。

一
九
八
七
年
か
ら
十
二
年
間
、
フ
ラ
ン

ス
総
本
部
に
お
い
て
総
顧
問
職
に
従
事

す
る
か
た
わ
ら
フ
ラ
ン
ス
の
歴
史
・
文

化
・
自
然
に
興
味
を
示
す
特
に
明
治
初

頭
に
渡
来
し
て
社
会
福
祉
教
育
へ
の
道

を
開
い
た
先
輩
シ
ス
タ
ー
の
足
跡
を
た

ど
る
研
究
に
、
力
を
注
ぐ
。

　

現
在
、
久
留
米
信
愛
女
学
院
理
事
長
。

　
村
田
初
子
著
‥
無
償
の
愛
に
生
き
て
よ
り

　

シ
ス
タ
ー
は
備
わ
っ
た
タ
レ
ン
ト
・
真
摯

な
研
究
・
深
く
広
い
体
験
を
通
し
て
、
学
院

の
創
立
と
今
日
の
信
愛
を
、
読
む
者
の
理

校長　縄田　訷子

大阪信愛女学院
中・高等学校

副校長　松尾　誠

大阪信愛女学院
中・高等学校

　
「
自
分
自
身
を
大
切
に
、
一
人
ひ
と
り

を
大
切
に
」
を
年
間
目
標
に
掲
げ
て
過
ご

し
た
こ
の
一
年
は
、
生
徒
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
保
護
者
・
教
職
員
を
は
じ
め
と
す

る
全
て
の
人
が
、
自
分
自
身
の
可
能
性
と

存
在
そ
の
も
の
を
肯
定
し
、
そ
こ
か
ら
、

他
者
を
大
切
に
す
る
心
を
深
め
る
こ
と
を
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平成23年度 総会のお知らせ

※当日はお車での参加はご遠慮下さい。
　諸々のご都合によりお車で参加される方
は、飲酒は絶対にしないで下さい。

場 所

平成23年６月５日（日）
	 受　付	 10時30分	 開　会	 11時
	 ～総会次第～
	 第１部	 11時～総会
	 第２部	 11時45分～会食（和会席）	
	 	 学校の状況及び来賓紹介
	 第３部	 13時30分～14時30分

日 時

会 費

締め切り

５月10日㈫までに同封の振込用紙でお申込み下
さい。振込用紙の控えは当日参加券になりますの
で必ずお持ち下さい。

岩井　秀昭

太閤園２Fゴールドホール
　（大阪市都島区網島町９－10　☎06－6356－1110）

　10,000円

　
愛
友
会
東
京
支
部
も
お
か
げ
様
で
今
年
は
二
十
八

年
目
を
迎
え
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
四
月
十
七
日

（
土
）
は
前
日
関
東
地
方
は
珍
し
く
雪
が
降
り
、
又

当
日
み
ぞ
れ
の
降
る
中
交
通
機
関
な
ど
ど
う
な
る
事

か
心
配
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
が
、
副
校
長
の
松
尾
先
生

を
は
じ
め
た
く
さ
ん
の
方
が
お
忙
し
い
中
御
出
席
下

さ
い
ま
し
て
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
心
よ

り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
又
今
回
新
し
く
お
二
人
ご

参
加
下
さ
い
ま
し
て
嬉
し
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
信
愛
女
学
院
愛
友
会
を
な
つ
か
し
く
愛

し
て
下
さ
い
ま
し
て
一
人
で
も
多
く
の
方
が
ご
出
席

下
さ
い
ま
す
様
心
か
ら
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

東
京
支
部
幹
事
一
同

● JR 東西線大阪城北詰駅（３号出入口）より徒歩１分
●京阪京橋駅（片町口）より徒歩７分
●地下鉄長堀鶴見緑地線京橋駅（２番出口）より徒歩５分
●市バス東野田停留所より徒歩３分

Access

【出 生 地】兵庫県加古川市
【本　　籍】神戸市
【生年月日】1949年5月6日
　大阪教育大学特設音楽課程を卒業後、ベルギー王立
アントワープ音楽院に留学し、ワルター・ブイケンス
氏に師事。最高課程（Hoger D ip loma）を修了。リサ
イタルの他、オーケストラとの共演や、室内楽、現代
音楽祭などにも数多く出演。
　海外での活動も多く、これまでに香港、上海、ブルガリア、ベルギー、オランダ、
アルゼンチンや韓国などで演奏会をおこなっている。

　関西クラリネット・ソサエティを主宰し、クワイヤーや四重奏などで国内はもち
ろんオランダ、ニュージーランド、ベルギー、アイルランド、アメリカや韓国など
海外でも数多く演奏活動を行っている。

　2010年12月オランダ、グロニンゲンでリサイタルとマスタークラスを行った。

　ベルギー王立ゲント音楽院、イリノイ大学（アメリカ）等でマスタークラスやメ
トロポリス・マスタークラス（ベルギー）の講師を務める。
　現在、大阪信愛女学院短期大学教授、大阪芸術大学非常勤講師。

【CD】
岩井秀昭クラリネット・クワイヤー
BELGIUM MEETS JAPAN
関西クラリネット四重奏団
関西バセットホルン・トリオ

関西クラリネット四重奏団
　1992年、クラリネットで幅広く活動しようと「関西クラリネット・ソサエティ」
を結成し、関西クラリネット四重奏団もこのメンバーとして活動しています。
　全国各地のイベント等に出演する傍ら、1996年に第１回目の演奏会を開催しまし
た。以後、数多くの演奏会を行っています。
　海外での活動も積極的に行い、ニュージーランド・クライストチャーチ市、ア
メリカ・メーン州での音楽祭に出演しています。また、1999年には韓国・釜山、
2007年はアメリカのイリノイ州立大学に招かれ、
演奏会を開催しました。2009年にはイタリア・
ローマとオランダ・グロニンゲンへのコンサート・
ツァーを行い、ローマでの演奏がバチカン放送に
よって全世界に向け放送されました。2011年３
月にはアメリカ・ニューヨークでのコンサートを
開催しました。
　演奏レパートリーとしてはクラシックからジャ
ズまで幅広いジャンルを持ち、その他、現代曲や
他の楽器との合奏など意欲的に取り組んでいます。

【主な楽譜出版：メトロポリス音楽出版（ベルギー）より出版】
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堀
鶴
見
緑
地
線 

大阪府庁 
大阪府警 

法円坂出入口 森之宮出入口 

大阪 
造幣局 ＪＲ東西線 

大阪アメニティ 
パーク 

天
満
橋 

谷
町
四
丁
目 

Ｊ
Ｒ
森
之
宮
駅 

Ｊ
Ｒ
京
橋
駅 

京
橋
駅
 

京阪京
橋駅 

Ｊ
Ｒ
大
阪
城
公
園
駅 

OMM 
ビル 

市長公
館 

藤田 
美術館 

大
川（
旧
淀
川
）

大阪城 
北詰駅 

～
東
京
支
部
だ
よ
り
～

プロフィール
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当
本
き
だ
た
い
し
越
お
に
々
方

。
た
し
ま
来
出
が
事
す

　

Ｎ
と
部
等
高
を
部
一
の
上
売

き
だ
た
い
て
せ
さ
付
寄
に
ス
ク

。
た
し
ま

　

学
ら
た
し
ま
い
ざ
ご
が
品
り
作

ま
い
さ
だ
く
り
送
お
に
宛
院

し
た
い
い
願
お
を
力
協
御
。
せ

。
す
ま

成
平

22

度
年 

子
様
の
会
総

　
　

席
出
に
会
窓
同
に
り
ぶ
年
七
三
て
し
業
卒

。
た
し
ま
し
た
い　

ま
り
お
て
し
営
経
、
間
年
〇
六
が
父
は
頃
日

　

が
）
理
代
の
父
（
議
会
の
で
園
閤
太
、
日
当

ス
シ
け
だ
分
〇
三
、
中
の
間
時
た
れ
ら
限
り
あ

。
た
し
ま
き　

、
で
ん
喜
を
と
こ
る
が
嫌
の
人
「
に
中
の
話
お

。
た
し
ま
れ
さ
了
魅
に
り
ぶ
話
お
な　

い
吸
の
草
煙
の
所
近
ご
朝
毎
、
で
り
代
の
父

て
し
う
ど
「
ど
な
糞
の
犬
、
袋
の
子
菓
お
、
殻

よ
る
き
で
掃
清
に
心
無
は
で
今
が
た
し
ま
い
て

。
た
し
ま
り
な
に
う　

く
て
し
出
し
差
を
子
椅
で
場
会
、
方
の
員
役
た　

び
た
る
見
を
」
に
中
の
な
ん
み
を
心
い
し
さ
や
「

。
す
ま
れ
な
に
心
い
し
優
に　

だ
く
て
め
勧
う
よ
る
す
学
進
に
愛
信
、
時
当

ら
か
れ
こ
、
を
父
な
き
好
大
の
活
生
子
椅
車
し

。
す
ま
り
い
ま
て
し
ご
過
に
ず
れ
忘

　

　

、
長
会
、
中
る
残
の
さ
暑
だ
ま

り
よ
に
手
の
同
一
様
皆
の
員
役

運
に
場
会
、
々
品
た
れ
ら
せ
寄

手
の
達
私
に
中
の
そ
び
並
れ
ば

」
支
干
「
の
年
来
た
れ
ら
作
で

目
の
皆
く
い
愛
可
」
ぎ
さ
う
「

。
く
引
を

　

も
の
導
指
御
き
良
の
生
先

ざ
か
を
」
ぎ
さ
う
「
の
く
多
と

が
り
あ
。
た
し
ま
来
出
が
事
る

生
校
在
。
た
し
ま
い
ざ
ご
う
と

の
勢
大
、
様
々
皆
の
兄
父
御
や

役
談
相

 

代
五

　

女
高
（
子
和

32

）
期

 

野
大

　

女
高
（
子
寿

33

）
期

 

女
高
（
江
美
壽
田
加

33

）
期

会
　
長 

中
田

　

校
高
（
野
初

18

）
期

長
会
副

 

本
山

　

校
高
（
美
安

15

）
期

 

校
高
（
子
美
登
田
朝

18

）
期

書
　 

記 

校
高
（
子
和
美
澤
廣

18

）
期

 

校
高
（
り
ど
み
利
茂

32

）
期

会
　 

計 

本
橋

　

校
高
（
子
幸

18

）
期

 

本
岡

　

校
高
（
子
幸

15

）
期

査
監
計
会

 

田
玉

　

校
高
（
智
三

10

）
期

幹
　 

事 

東

　
　

女
高
（
子
秀

32

）
期

 

村
西

　

女
高
（
子
俊

33

）
期

幹　
 

事 

校
高
（
子
津
美
利
大

13

）
期

 

村
西

　

校
高
（
子
晶

26

）
期

成
平
が
様
子
敬
中
田
た
い
だ
た
い
て
し
献
貢
に
動
活
会
窓
同

22
年
10

に
月。

す
ま
げ
上
し
申
を
み
や
悔
お
で
ん
謹
。
た
し
ま
り
な
に
り
な
く
亡
お

役員一覧

員
役
部
本
会
友
愛

員
役
部
支
京
東
会
友
愛

ノートルダム清心学園
理事長  シスター  渡辺　和子渡辺先生を囲んで

顧
　 

問 

女
高
（
子
重
八
倉
小

29

）
期

役
談
相

 

田
山

　

女
高
（
子
敏

29

）
期

長
部
支

 

村
奥

　

校
高
（
子
泰

3

）
期

長
部
支
副

 

原
石

　

校
高
（
子
裕

13

）
期

 

並
野

　

校
高
（
子
昌

13

）
期

書
　 

記 

校
高
（
恵
美
寿
本
坂

9

）
期

 

葉
草

　

校
高
（
子
町

18

）
期

会
　 

計 

野
久

　

校
高
（
子
幸

11

）
期

 

本
上

　

校
高
（
子
昌

11

）
期

監
　 

査 

橋
高

　

校
高
（
子
伸

27

）
期

幹
　 

事 

谷
三

　

女
高
（
子
敏

38

）
期

 

森

　
　

校
高
（
子
高

22

）
期

訃  
報
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場
る
あ
が
会
機
る
れ
か
開
ど
な
会
ス
ラ
ク
や
会
期
同
○

の
す
ま
来
出
が
会
窓
同
も
で
館
会
友
愛
の
校
母
、
は
合

に
軽
気
お
、
で
の
す
ま
来
出
も
意
用
ご
の
ど
な
キ
ガ
ハ

。
い
さ
下
談
相
ご　

。
い
さ
下
加
参
ご
非
是
も
に
会
事
幹
の
会
友
愛、
た
ま

　

。
す
ま
り
お
て
し
ち
待
お

局
務
事
会
窓
同
院
学
女
愛
信
阪
大

　

５
８
５
８
‐
６
３
５
〒

　

０
３
‐
７
‐
２
市
古
区
東
城
市
阪
大
府
阪
大

　

Ｘ
Ａ
Ｆ

　

  

１
６
１
７
‐
９
３
９
６）
６
０
（

せ
ら
知
お
の
ら
か
局
務
事

呈
贈
の
品
念
記
業
卒

 

愛
に
方
の
名
四
七
一
生
業
卒
、）
金
（
日
八
十
月
二

業
卒
、
後
の
こ
。
す
ま
い
ざ
ご
う
と
で
め
お
。
た
し

て
せ
さ
加
参
り
よ
方
後
、
れ
わ
な
行
で
堂
講
が
サ
ミ

。
た
し
ま
じ
感
を
さ
る
明
に
中
な
粛
厳
、
き
頂

同
、
ら
た
し
ま
い
ざ
ご
が
更
変
の
名
氏
・
号
番
話
電
・
所
住
現

Ｘ
Ａ
Ｆ
は
た
ま
・
書
葉
お
が
す
で
数
手
お
で
ま
宛
局
務
事
会
窓

。
い
さ
下
絡
連
ご
て
に

）
ん
せ
ま
き
で
け
受
お
は
で
話
電
お、
為
る
す
止
防
を
い
違
間
の
報
情
人
個
（

愛友会ホームページ!

      ホームページ閲覧は
http://www.bikita.jp/
よりアクセスしてください。

会員参加型ホームページ「bik ita」開設!! 生
期
五
十
二

　 

組
八
年
三

　

年
八
十
四
和
昭
、
は
会
ス
ラ
ク
の
年
今

七
十
三
り
よ
て
し
業
卒
を
院
学
女
愛
信
に

。
た
し
ま
り
ま
集
で
校
母
の
り
ぶ
年

　

生
人
の
れ
ぞ
れ
そ
、
ち
立
巣
を
院
学

の
校
母
、
が
す
で
ち
た
私
た
し
出
み
歩
を

あ
に
ず
ら
わ
変
と
頃
の
あ
、
ち
立
に
庭
校

変
に
も
と
と
れ
流
の
時
、
た
ま
。
の
も
る

ん
囲
を
生
先
良
相
で
中
の
の
も
く
ゆ
り
わ

学
い
し
懐
の
あ
り
戻
に
頃
の
才
八
十
、
で

、
り
た
ひ
に
出
い
思
り
語
と
達
友
、
で
舎

う
て
き
で
が
と
こ
す
ご
過
を
間
時
い
し
楽

。
た
し
ま
い
思
く
し
れ

告
報
会
窓
同

　平成20年４月に愛友会ホームページをリニューアルしました。
　そこで、同窓会会員からの情報発信をご提供する場、そして会員相互の
交流の場として会員参加型ホームページという形に一新致しました。参加
にはID、パスワードの入力が必要となりますが、同封しております振込用
紙に各会員様のID、パスワードを記載しておりますのでそちらをご入力下
さい。
　今後、同窓会の活動のお知らせや案内は勿論、更なる会員相互の交流の

場として会員の皆様と共に成長させて
いきたいと存じます。
　どうか、同窓会の更なる発展とホー
ムページの充実のため、皆様にご登録
いただきますようお願い申し上げます。

事
行
院
学

　

会
大
育
体

　

月
９

10

。
た
し
ま
れ
さ
催
が
会
大
育

　

。
す
ま
り
お
て
い
頂
て
せ
さ
戦
観
き
戴
を
状
内
案
、
年
毎
も
に
会
友
愛

ま
え
ほ
ほ
り
お
て
れ
さ
動
活
く
よ
気
元
、
も
格
体
い
幼
し
少
の
生
学
中

。
た
し
ま
き
頂
て
せ
見
く
し

　

動
ず
さ
ら
切
も
息
、
く
し
々
若
も
兄
父
ご
、
る
れ
ら
お
て
れ
さ
加
参

会
く
よ
地
心
、
れ
ら
じ
感
く
し
々
清
又
く
し
ま
や
ら
う
、
れ
ら
お
て
い

。
た
し
ま
し
に
後
を
場


